
会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第 4回武蔵村山市健康増進計画策定懇談会 

開 催 日 時 平成 23年 5月 31 日（火）    13 時 30分 ～15時 00分 

開 催 場 所 中部地区会館 405 会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：堀口座長、奥住副座長、岩田委員、田島委員、白土委員、大野委

員、西田委員、佐藤委員、高山委員、岡本委員、渡辺委員、岡田

委員、 

欠席者：波多野委員  

事務局：健康福祉部長、健康推進課長、健康推進課主査、健康推進課員 

議 題 

(1)健康増進計画の素案（第 1章・第 2章の修正）について 

(2)武蔵村山市における健康づくりの重点課題について 

(3)その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

(1)協議結果を踏まえ報告書案等を修正する。 

 

審議経過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

（◇＝座長、○＝委

員、●＝事務局） 

※事務局から、会議を開催する前に資料の確認及び「資料 1、2、3」の説

明、「資料 4 武蔵村山市健康増進計画の素案（第 1 章・第 2 章）」を説明

する。 

(1) 武蔵村山市健康増進計画の素案（第 1章、第2章）について 

◇ 「資料４武蔵村山市健康増進計画の素案（第 1 章・第 2 章）」につ

いてはいかがか。事務局より計画のキャッチフレーズを考えて欲しい

とのことだが、いかがか。 

○ キャッチフレーズとはなにか。 

● 計画により進むべき方向を一言で表す言葉。タイトル的なものであ

る。 

◇ 例えば“がんばろう日本”のような形で、みんながイメージできる

もの。 

○ 若い方に聞くのはどうだろか。 

○ 市の広報で募集するのはいかがか。 

○ 主な対象となる主婦の方や若いかた、高齢の方の意見で。 

○ 市報により募集したり、検診の際にアンケートをとるなどは。 

○ 市報など一般の方の提案を期待するのは困難。市職員の若い方等で

提案してもらい決めるのはいかがか。 

○ この会議で選定する形が良い。計画の内容が分からないので市役所

から複数の案を出し、市民に伝わる内容のものを選ぶ。 

○ 一般にこうした会議体で決めることが多い。ただ市民の方に関心を

持ってもらうために案を募集することは良いことだと思う。 

◇ では、募集や市役所の若い方から複数の案を集め、乳幼児検診等で

のアンケートを踏まえ、懇談会で選び策定委員会へ伝える形とする。 

◇ ヘルスプロモーションを表す図はいかがか。 

○ 現在とこれからが描かれる 1図が良いのでは。 

○ １図は本人を家族が押し、行政関係者など公助が描かれていない。 

○ 若いお母さんなどファミリーを地域や行政・保健関係者が押す形が

良い。 

◇ 説明文から考えると、家族だけではなく地域、行政関係が押す形と

する。1図と 2図の良いところ取り描く。 

● 了解した。 



◇ 2 節推進の視点は、前回の懇談会で出た意見、若いお母さんからア

プローチするという形が表現されている。ただ、策定委員会で若いお

母さんという表現は違和感があるとのことだが。 

○ “小さなお子さんを持つお母さん”ではどうだろうか。 

◇ 6ｐのイメージ図に親世代といった言葉があり、色々な使い分けが分

かりにくい。また、健康推進課の事業等としてはお母さん、お父さん

なのかママ、パパといった言葉を使用しているのか。 

● 多くの事業でパパ、ママという呼称を使っている。 

◇ 事業名等で使うパパ・ママを計画においても使うことが良い。 

○ では、パパ・ママ、お父さん・お母さん、おじいさん・おばあさん

と３世代を分けることができる。 

◇ 5ｐのハイリスク、ポピュレーションアプローチの説明には、健康日

本 21で掲載されているグラフを入れて欲しい。 

● 了解した。 

◇ 第 3 節施策の体系でのプロジェクト名とは何のことか。重点プロジ

ェクトという言葉を使うのか。重点課題といった方が分かりやすいの

ではないか。重点課題→プロジェクト名に変える。また、重点課題は

現在 15 あるが、子育て世代の 3つ課題をまとめたプロジェクトとし、

キャッチコピーを付けるなど工夫する。 

○ ○○プロジェクトというと、わからない。具体的な名前を付けてほ

しい。 

◇ 事務局で、一度整理をお願いする。プロジェクト名を付けるか否か

は後で決める。 

● 了解した。 

 

 (2) 武蔵村山市における健康づくりの重点課題について 

※事務局から、「資料 5 武蔵村山市における健康づくりの重点課題」を説

明する。 

◇ 重点課題の表の現状にアンケート結果を表記されたい。2ｐの働き盛

り世代の 1 位「成人検（健）診の受診率が低い」と 3 位の「がん検診

受診率が低い」は、現状が同じ内容となっているが、分離させた理由

は何か。 

● 1位は特定健診など、3位はガンに関することである。 

◇ 3 位のがん検診はハイリスク者を見つけるためであり、異なる内容

として両方掲載する。ただ、実績のところに同じデータがあるので、1

位からがん検診データを除いてほしい。 

○ 1 位は開業医が診る、3 位のがん検診は検査機関が調べるということ

で異なる課題と言える。 

○ 1位は一般的内容で、3位のがん検診は重要な取り組みである。 

◇ ご意見から 1 位と 3 位はそれぞれの課題と位置付ける。ところで高

齢者世代の第 2 位に挙げられる「お伊勢の森分室への交通の便が悪

い」は健康課題ではなく環境課題であるが、ヘルスプロモーションに

おける人の話と環境の話の 2本柱のひとつと言える。 

● 課題として位置づけておきたい。 

◇ 環境課題として、すぐには変えられない事柄ではあるが、挙げてお

くこととする。 

○ 分室を利便性の高い場所に移転するなども含め考える必要がある。 

○ 長い目で見て位置づけておく。市の西の端に住んでいると、運転で

きない人は大変である。新青梅街道のどこのバス停で降りれば良いの

か。 



◇ 長い目で位置づけておく。ただ、健康課題か環境の課題かが分かる

ように網掛けをお願いする。なお、「センターと分室で事業を行って

いるので分かりにくい」も環境課題とする。 

◇ それでは、重点課題の整理の方向など、皆さんの共通認識となった

ことを確認し、議題の協議を終了する。 

 

(3) その他について 

◇ その他はあるか。 

● 次回開催日程について後日調整を取らせて頂く。 

◇ 以上で本日の議事はすべて終了した。これで、第４回武蔵村山市健

康増進計画策定懇談会を終了する。 

－以上－ 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：     ０人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課  健康福祉部健康推進課（内線：   ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


